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IGS シンポジウム 2000参加報告

Internauonalsymposium on snow, Avala亙Iches and lmpactof仕le Forestcover^

1.はじめに

側鉄道総合技術研究所塩沢雪害防止実験所

河島克久

国際雪氷学会(1GS)主催のlnt.m加on址S川、

Posium on snow, Avalanche5 and lmpact of the

Forest coverが2000年5月22~26日にオースト

リアのインスブルックで開催され,日本から 15

名が参加した.数多く開かれているIGS主催の国

際シンポジウムの中で,雪崩や吹雪の研究を中心

としたものは数年に一度程度の開催であり,現在

の世界の雪崩や吹雪研究の実態や動向を知る上で

貴重な場である.そこで,日本からの参加者が本

シンポジウムから受けた印象について雪氷学会会

員の方々にも広く知っていただくため,シンポジ

ウム穀告としてとりまとめることとなった.具体

的には,参加された名氏にシンポジウムの感想や

発表された研究内容などについて富由に執筆して

いただくようぉ願いし,最終的に永崎智晴・前田

直哉(新潟大学大学院生),竹井巖 Uヒ陸大学),

阿部修・佐藤威(防災科学技術研究所),河島克

久(鉄道総合技術研究所),前野紀一(北海道大

学)の各氏から以下に示すシンポジウム穀告が寄

せられた.若干,内容的に重複する部分もあるが,

各人の得た印象を正確に伝えるため原文のま'ま掲

載させていただく,

河島克久 永崎智 H青

阿部修

れた.1GSは様々なテーマで1午に複数のシンポ

ジウムを行っているが,今回のような雪崩に関す

るシンポジウムは町年以来,3年ぶわの開催だ

つた.

会場となったインスブルックは標高574mにあ

リ,オーストリア共和国の西部のアルプス山脈に

囲まれたチロル州の州都で,山脈を境に北にドイ

ツ,南にイタリアに挟まれた人口およそ13万人

の国際鷄光都市である.インスプルックの名前は,

町の中央を流れるイン川に架かる橋にちなんでぃ

る.また,観光・スポーツのメッカとして知られ,
1964年と1976年に2回,冬季五輪がこの地で行

われており,スキーのワールドカップも毎年行わ

れる場所である.市の中心部から南北の山麓ヘは

市電でアクセスでき,そこからケープルカーや口

ープウェイを乗り継ぐと,雪の残る山頂へアクセ

スができる.そこからは市の町並みが見渡すこと

ができ,スキ」やスノーボードを楽しむ人々も見

ることができた.最籾に行われる Ice B,eakerは

壬宮の中の一室で行われ,中世気分を味わうこと

ができた.

根本・山田(1998)が紹介している前回のIGS

の雪崩シンポジウムと比較すると,今回のシンポ

ジウムは総発表件数103 (前回比十]2),そのう

ち口頭発表印(前回比十9),ポスター発表43

(前回比+3)であり,若干前回を上回る数の発

表があった.日本でも加盟者数の多いIGS主催と

いうこともあり,日本からの参加者も 15名と多

く,参加国数は20ケ国に及んだ.

近年行われた雪崩研究を中心とした国際シンポ

ジウムでは 1998年5月に NONegi抑 Geotechni、
Ca11nS佐加te (NGD が25周年として行ったシン

ポジウムがもっとも近い(西村他,199鋤.その

・前田直哉

佐藤威
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2.シンポジウムの概要

新潟大学大学院自然科学研究科

永崎智晴・前田直哉

2000年5月22日から 26日にかけて,国際雪氷
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ときは16ケ国の雪崩研究者により51件の発表が

あった.アメリカ・カナダで行われる雪関係のワ
ークショップに ISSW (1nternational snow sci・

。n。. WO,玲hop)があるが,そちらは隔年で開催
され,前回の1998年に開催された時の参加老は

総勢500名以上に達している(伊藤,1999).そ
のときは12ケ国から口頭発表60件,ポスター発

表25件が行われている.1994年に開かれた
ISSWにっいても本誌に報告されてお1),その時

は口頭発表が19能年の36件から飢件ヘと増え

たとある(尾関,1995).いずれと比較しても,

今回のシンポジウムの発表件数は多かったといえ

よう.

今回のシンポジウムに参加した国毎の発表件数
をファーストオーサーの国で数えてみた(表D.

発表件数がもっども多かったのはスィスで,日本

は2番目に多い.前回開催国であるフランス,今

回の開催国であるオーストリアは3番回に多かっ

た.ただ,日本からの口頭発表は6件と,スィス
からの口頭発表件数15件に比ベてはるかに少な

かった.日本人が英語に苦手意識を持っている現

れだろうか.提出されたアブストラクトに載って

いた著者の人数は227名に及ぶが,複数国の著者

による共同研究は14件で,多国問での共同研究

の難しさを物語っているように感じた.

近年は学会開催時にはホームページも作成され

るのが通例になっているが,1GSも例外ではない

今回のシンポジウムの Navi宮ation pa宮eは

http://WWW.spri.C且m.ac.uk/igs/innsbNck.h山に
あ1),当日の日程などが掲載されている.また,

Refe祀esReportF0血なども載せられている.
口頭発表はスライド, OHP,プロジェクタや

ビデオを用いて行われた.プロジェクタでの発表

は美麗で,発表時間の短縮にもっながっているよ

うに思えた.ビデオもプロジェケタと同様に投影

装置でスクリーンに映されており,雪崩の撮影事

例などが紹介された.うれしいことに発表はすべ

て同一会場で行われ,その影響もあってか,発表

中やその前後の人の出入りも少なく,落ち着いて

発表を聞くことができた,

口頭発表の時聞は前回と同じく発表15分,質

疑5分だった.座長によって個人差はあるものの,

質問が出ない場合,座長はすぐに質問をうちきり,

逆に質問が続く場合は20分を少しオーバーする

こともあったが,終わってみれぱ時闘通りに終わ

つてぃることが多く,テンポよく進んでいた.

発表内容から,スィスは人工雪崩や実際の雪崩

に対しての観測・実験に力を入れ,フランスはモ

デル中心に進めている印象を受けた.

人工雪崩を行ったスィスの研究の中では,雪崩

の雪の取り込みと堆積に注目した発表が目を引い

た.中でも,閉会式でチーフエディターであった

K. Hutt剖氏に表彰されていたBetw soviⅡa氏は,
雪崩走路を複数に区切り,それぞれに対し観測を

行い,雪の取り込みや堆積量などの推定を行って
いた.

フランスのMe恒0.F玲nceで開発された積雪層

構造モデルCROCUSは開発されてずいぶん経ち,

近年では日本でも利用され始めているが,その

CROCUSを使用した研究も複数あった.また,

他に,シンクロトロンにより積雪の3次元立体構
造を測定したものが目を引いた.解像度は最高で

10μmになるだろうということであった.実際の
フィールド観測での利用には多くの課題があるで

あろうが,積雪をーつずっの結晶や断面ではなく]03
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表1 各国の発表件数
(筆頭著者の所属で分類)

スイス

日本

オーストリア

フランス

アメリカ

ロシア

スペイン

ドイツ

イタリア

20

アイスランド

17

オランダ

U

カナダ

Ⅱ

ノルウェー

8

イギリス

8

インド

5

カザフスタン

5

スウェーデン

3

チェコ共和国

2

中国

2

デンマーク

2

合計

2
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3次元的に扱える日も近いのであろう.

日本からの発表では防災科学技術研究所・新庄

雪氷防災研究支所の人々が海外との共同研究をし

ているのが目立ち,人工雪を使って行った低温風

洞内での吹雪の実験にも関心が集まり,会場から
質問が出てぃた.

今回の IGS には lmpact ofthe Forest cover に
関するテーマも含まれており,発表の中には,夏

には牧草地となるアルプスのスキー場で,人工雪

に混合された化学物質が土壊や稙生にもたらす影

郷を調ベた研究もあった.アルプス地方ならでは
の研究だと感じさせられた.

最後に個人的な感想、を少し述ベさせてぃただ

く.様々なテーマの発表があったが,雪崩.雪氷

研究者の多さ,そして何よりも,雪崩や雪の研究
が進んでいっていることを感じさせられるシンポ

ジウムであ、つた.ただ,残念なことにあまり他国

の研究者と話すことができなかった.英語力の問

題もあるが,会話のきっかけのっかみ方が今一つ
わからなかった.この点は次回ヘの課題としたい

ヨーロツパの雪崩研究の雰囲気を感じられ楽しい
学会だった.
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発表講演では,詮文のチーフェディターである

Hutterさんが場を取り仕切る形で,発表講演の

雰弼気を盛り上げようと発言を促したり,発表機

器の取り回しに関して発表者の注意を促したりさ

れていたのが印象的でした.発表提示機器には

OHPやスライドプロジェクターに加えて,ビデ
オやパソコン接続によるプロジェクターもありま

した,.ノートパソコンからの出力を用いた発表を
こなしている研究者が少なくなかったのはちょっ

とした驚きで,またビデオを使用してぃるのか

ノートパソコンからの出力を提示しているのか私

には判断できないような滑らかな動画があったり
して,時代の流れを感じさせました.

このシンポジウムでは,ポスターセッションの

発表者のために,事前に2分間の口頭宣伝の機会

が与えられ,また月曜から金曜日までの期聞中は

ポスター展示できるように会場ホールに展示場所

が設けてありました.たとえぱ雪の微視構造を3

次元的に再構成して示したポスター発表
(schneebeli & KNsi, Three-dimensional recon_

5truction ofsnow) 1こは人が群れてし、てなかなか

じっくり見ることが難しかったのですがポスタ

ーの主発表時間以外にポスター展示を気軽に見る

ことができましたので,この期間中展示は私には
好ましく思えました.

シンポジウム期間中に投稿論文についてそれぞ

れの担当のエディターと相談したり議論すること

を勧められ,そのための部屋が会場のそばに設け
てありました.チーフエディターのHU杜aさん

が,6月中に全て、の受理論文を印刷に回す方針を

会場で何度も念を押していたのが印象的でした.

論文の審査はかなり厳しいもので,最終的に受理

された論文はA11nals of Glaci010宮γ V01.32 に掲載
される予定になっています. AtlnalS はレフリー2

人制を取り,詮文の質を落とさないようできるだ

け厳しくチェックすることが編集委員会で申し合

わせられたそうです.これは, AnnalSがこれま

での出版活動の努力の成果と関係者の積極的な働

きかけが効を奏して,山e scienti丘C citation

Ind駅(SCI:幾っかの国では論文評価の尺度に

なっている)に搭載される論文誌になったという

背景が大きく影郷しているとか.私個人としては,
二人のレフリーや担当エディターから沢山のコメ

3.シンポジウムの感想

北陸大学禁学部竹井巖

五月末のインスブルックは,朝晩の冷え込みは

あるものの乾燥したさわやかな気候で,半袖姿が

快適なヨーロッパの古都でLた.谷間の街の両側

にそびえる山にはまだ雪力巧美り,ロープウェイで
登った山では若老がスキーやスノーポードをして

いました.

IGSシンポジウムは雪と雪崩を主テーマとし

て,インスプルツクの旧王宮そばにある会議場

(Bozen HalD で5/21~ 26 の期間に開催さ・れま

した.120題の研究が申し込まれ,100件あまり
の発表がありました.参加登録者は130名ほどで

した.シンポジウムは,20分の発表講演が4件

実施される毎に,40分のコーヒータイムや昼食

を挟む形で進行L,ゆったり議論する雰艦気でし
た.

オープニングの来賓挨拶は,ドイッ語や英語で

行われましたが,会議場らしく通訳機器が用意さ

れていました.
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ントや強い示唆を受けて,大幅に投稿論文の内容

を改変することになり,しかも,7月になっても

なかなかエディターやレフリーの納得力町尋られず

つらい思いをしました.

4.雪崩関係の発表について

防災科学技術研究所新庄雪氷防災研究支所

阿部修

今回の第一印象は,ヨーロッパの研究者が一新
されたことであ0た.これは私が知らなかっただ

けかも知れないが,若い研究者,特にポスドクの

人たちの活躍が目立ち,発表のたびに名前と顔を

覚えるのに苦労した.アジアでは中国の新彊生態

与地理研究所(ウルムチ)から魏文寿氏が参加し

た.台湾の戴義欽氏はドイツのK Hutta氏の所

に留学中であった.インドからは当初のりストに

はあったが結局参加されなかったようである.印

象に残った発表は,才ーストリアのK, Neemayr

氏による複雑な地形上の斜面積雪のケリープやグ

ライドに関する3次元数値シミュレーシヨンの結

果を示したものである.積雪中の応力や移動量の

分布をカラーで図化していた.我が国でもモデル

に得意な人材を得て研究を進める必要性を痛感し

た.これらの中で運動中の雪崩の形や質量収支を

'実測したスィスのB.soviua氏の発表は注目され

た.なお,彼女は今回のベストプレゼンテーシヨ

ン賞に輝いた.

私は低密度人工雪の圧縮粘性係数の温度依存性

と祠様の雪を用いたクリープ実験と数値シミユレ

ーションの比較結果を発表した,この温度依存性

にっいては今回の編集委員長のK HU壮er氏から

アレニウスの式に従っているのかという質問を受

けたが,その場では理解できなかった,帰国して

から,理化学辞典を開いてようやくその意味が分
かった次第であった.国際シンポジウムは言語の

ハンディはあるものの,刺激に満ちていて参加す

るたびに得をした気分になるから不思議である.

5.雪崩検知技術の開発に関する発表について

剛鉄道総合技術研究所塩沢雪害防止実験所

河島克久

今回のシンポジウムの中で,雪崩の検知技術の

開発とそれを用いた冬期間の道路管理に関する発

表が2件あった.筆者らも冬期問の鉄道の安全輸

送を確保するため,小型振動センサを用いた簡便

な雪崩発生検知システムの開発を行っており(飯

倉ら,200ω,プログラムを見た時から,欧米で
行われている同様な技術開発に注目していた.

1件はアメリカのRobe此別00氏(unN0郡iw of

Uねh)ら{こよる"Avalanche hヨZard reduction for

t{anspor仏don corHdors uslng re田・dme deteCⅡon
and田訂ms"と題する発表である.彼ら力ξ考案し

た雪崩の検知方法は,雪崩危険斜面に設置された

パイプ状の物体が雪崩の衝撃を直接的に受けるこ

とで検知する方法のようであったが,その詳細に

つぃてはあまり触れられなかった.彼らは,閉発

した雪崩検知・讐報システムを用いて,3冬期間

にわたって稼動試験を行い,合計6回発生した雪

崩のうち3回について正常な検知と警報出力がで

きたことを報告した.

他の 1件はオーストリアのW址ter工. R且ndeU氏

(Technical universiw of Graz)らによる"RadaT
tools for reli且ble avalanche detection and Mnter

road slgna1Ⅱn留 and protection"と題する発表で
ある.この講演では,オーストリアでは3台の雪

崩検知・観測用のPulsed Doppler mdarが開発さ
れており,そのうちの2台のレーダが道路管理所

に設置され雪崩の監視を行っていることが説明さ

れ'た.このレーダを用いた雪崩監視は,道路管理

者が道路の雛持・除雪作業を行う上での安全確保

を支援したり,,道路利用老の雪崩危険区問ヘの立

ち入りに対する判断支援に利用されているようで

ある.

雪崩検知技術に関しては,本年6月にノルウエ

ーで開催された第4回雪工学国際会議において

も,アイスランドの研究者により,冬期問の道路
管理に資するために,地震計を用いた雪崩検知シ

ステムの開発を行った事例について報告されてい

る(B0鵠部on "0ι,200の.多くの国でこのような

技術開発がなされている背景には,交通量の少な

い山間部の道路や鉄道においては,雪崩予防工や

防護工によるハード対策よりも雪崩の検知技術を

用いたソフト対策の方が,防災投資の観点からは

有利な場合が多いことを反映しているのであろう

と考えられる.また,近午, ns (高度道路交通

システム)の構築に向けた取り組みが世界的に盛

雪氷62巻5号(200の
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フ.国際雪氷学会の役割について

北海道大学低温科学研究所前野紀一

今回のシンポジウムで発表された研究の内容や

シンポジウムの雰囲気は他の方々が紹介されると

,思いますので,私は,国際雪氷学会(1GS)がこ

のようなシンポジウムを企画する意味について書

くことにします.

ご存知のように,雪氷に関連した調査,研究は

世界各国で進められており,毎年おびただしい数

の調査報告や研究論文が発表されております,し

かし,発表の仕方は多種多様ですし,発表の場も

数多くの研究分野や国に分散しておりますので,

ある研究に関して現在の世界の研究状況を知るこ

とは至難の技といえます.国際雪氷学会が国際シ

ンポジウムを企画する目的のーつは,この難題を

少しでも軽減する点にあります.世界の研究者が

一同に会して議論することにより,その分野で今

どんな研究課題が進められているのかが分かり,

また将来どんな研究が重要となるかのヒントが得

られるからです.

国際雪氷学会は,研究論文の発行を重要な役割

のーつと考えています.現在国際雪氷学会では

ΠOumalo「Glad010将」を年3回発行するほかに,
主催およぴ共催の国際シンポジウムで発表された

論文を「A,,nalsofGlad010部」として発行してお
ります.私が会長を務めていた時の理事会でしぱ

しぱ話題になった議題に論文の質の問題がありま

す.長い議論を行った理由は,現在および将来の

雪氷研究のために国際雪氷学会が果たすべき役割

雪氷舵巻5号(200の

んになってきているので,雪崩を含めた雪氷災害

の高精度な早期検知・予知技術やその情報通信技

術に関する研究開発の二ーズはますます高まって

いくのではないかと感じた.

6.吹雪関係の発表について

防災科学技術研究所新庄雪氷防災研究支所

佐藤威

このシンポジウムにおける吹雪関係の発表は

14件あり,うち4件は日本の研究者(北海道大

学低温研のjimMOE1沌in0氏を含め)によるもの,
残りはすべて欧州の研究者によるものであった.

前者は,跳躍層の素過程および防雪柵の機能に関

する風洞実験の結果,ならびに跳躍層の理論モデ

ルに関するものであった.これに対し欧州勢は,

雪崩の引き金ともなる山地の吹きだまりに関する

研究が多く,また吹雪による質量輸送の解明につ

ながるような研究もいくつかあり,日本からの発

表とは視点の異なるものが多かった

以下,個々の発表は紹介しないが,全体を通し

ての感想を述ベる.欧州において雪崩は依然とし

て深刻な雪氷災害であり,その予知のため多くの

アプローチによる研究が活発に行われている.そ

の一部として吹雪による山、頂付近の吹きだまりの

シミュレーシヨンがあり,これまでの刷耀蚕層と浮

遊層のモデルと風のモデルを組み合わせた吹きだ

まり予測手法についての発表があった.このよう

なアプローチは,山岳地の積雪の削剥・堆積分布

の評価などを通じて,スキー場のコースのデ〒イ

ンなどにも応用されているとの報告もあった.道

路上の吹雪の予測に関しては1件の発表のみであ

つたが,気象モデルと GIS (地理情机システム)

を吹雪モデルと組み合わせて適用した例が示され

た.

このような実用(?)研究のほか,吹雪による

質量輸送については,南極やスバルバードでの観

測研究が紹介されたが,前老ではスノーパーティ

クルカウンターが,後老では音導センサー(吹雪

量と風速が同時測定可能)が使われていた.特に,

後者は取り扱いが簡単なので今後普及する可能性

があるだろう.

理論的研究では,空気が粒子を含むことにより

生じる密度成層によって浮遊層内の乱流輸送が抑

制される効果を,粒子りチャードソン数という新

しいパラメータを導入して記述できることが示さ

れた.また,既存の跳躍層理論をレビューした上

で新しい理論を組み立てる試みについての発表も

あった.

総じて今回のシンポジウムでは,吹雪の実用石汗

究が特に雪崩の予知を指向して精力的に行われて

いる一方で,新しい理論の構築や新しい測器の登

場などにより,吹雪の研究にはまだまだ発展の余

地が十分あるとの感を強くした.また,我々の行

つている風洞実験による基礎研究についても強い

関心が寄せられ,今後の研究の進め方について深

く考えさせられたシンポジウムであった.
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四8

は,研究成果の正しい記録であるという認識があ
るからです.雪氷に関する知の財産を正しく後世

に伝える義務があるということです.そして,そ

のためには2つの出版物の質をより高いものに継

持することがもっとも肝要となります.

この努力は一昨年「A工lnals of Glad010gy」が
InS壮tute for scienti丘C lnform且壮on (1SD の Sci・

ence citaⅡon lndeXに三忍められたことで一部証明

されたといえます. sdence citauon lndeX に認

められた雑誌に掲載された論文が,欧米の研究者

の業績評価に使われていることは良く知られてい

ます.また近年では,グローノ勺レ・スタンダード

の掛け声のもとに,日本の種々の研究機関の外部

点検評価にも適用されつつぁると聞きます.

このようなわけで,現在の(正しくはNO.27

以降の)「An口als of Glad010旦y」は,通吊のシン

ポジウムや研究大会の「pm此.din部(議事録,
報告書)」ではありません.国際雪氷学会主催あ
るいは共催のシンポジウムで発表された研究は,

後ほど論文に仕上げられ「klnals of Glaci010gy」

にまとめられますが,論文審査は「」oumalo{

Glad010gy」とまったく同じ方法で行われます.
すなわち,各々の論文は2人の独立したレフェリ

によって審査され,その結果をもとに論文審査

委員会が掲載の採否を決定します.その結果,シ

ンポジウムでは発表されても論文としては掲載さ

れない研究もありうることになります.この厳し

いプロセスは,印刷された「」ournaU および
「Annals」だけが知的財産として後世に残るとい

う考えによるのです.

最後に,国際雪氷学会の名称の「Glad010耳y」

の定義が nk河学(?)」や「氷学(?)」ではな

<,「自然界のすべての型の雪氷の学問,すなわ
ち雪氷学」であることが,国際雪氷学会の最新の

機関紙「1牝(NO.]22, P 29,2000)」にあらため
て掲載されたことをお知らせしておきます,しか

し,同じ内容の警告は,既に19田年に発表され

ていました.数年前からはGlad010gyの正しい定
義が世界中の辞書出版社に情報として流されてい

ます.その結果,日本の英和辞典に、最近になっ

て「G1且d010部=雪氷学」という辞書が少しずっ
現れてきたのは喜ばしいことです.
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